
「大規模自然災害」立ち
向かおう 今こそ！ 

三重県防災対策部防災企画・地域支援課 

  防災技術指導員 加藤  清 

 

 

平成２６年度桑員地域自主防災組織リーダー研修 



 三重県を襲う自然災害  

 自主防災の重要性 

 自主防災組織とは 

 自主防災組織の課題 

 県内の活動事例の紹介 



三重県を襲う自然災害 

① 台風等による風水害 

② 活断層による直下型地震 

③ 南海トラフ巨大地震 



低気圧・台風 



風の吹き方 （気圧 高 気圧 低） 

寒冷前線 

温暖前線 

温帯低気圧 

 北半球（日本）では西から東へ移動 

 前線通過で風向は変わる（特に寒冷前線では顕著） 

   

温帯低気圧 

暖（南西） 

大寒（北西） 

小寒（東） 

地表 

暖気 
大寒気 

小寒気 

低 

低気圧断面 

温暖前線 

寒冷前線 



T 

台風進路 

右（危険）半円 

左半円  

台風の風 
右半円の風 

左半円の風 

速力 
風
力 

風
力 

※風がより強く吹く 



旧海山町地内 

旧宮川村久豆地内 

津市内 

旧宮川村小滝地内 伊勢市津村町地内 

平成16年台風２１号及び秋雨前線による被害 



危険判定の注意要素 

 風はどちらから吹く？（海風は要注意） 

   １ 低気圧・台風の風の吹き方を知る 

   ２ 天気予報から自分の町と低気圧・台風 

     との時間ごとの相対位置を把握 

 

 風の強さは？ 

   １ 天気図から風の強さを推定 

      等圧線の間隔が狭いほど風は強い  

   ２ 気象情報を密に入手  



菰野町田光川付近  菰野町湯ノ山温泉付近  

朝明キャンプ場付近の県道朝明渓谷線の被害   

平成２０年９月上旬の豪雨被害 



集中豪雨も増えている！               

  

 近年では、1時間雨量100mmを超えるような記録的かつ局地的な短時間大雨による
災害も増加しており、そのような現象への対応も急務となっている。 
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発
生
回
数

（回）

S54～S63

平均11.6回
H1～H10

平均11.1回

H11～H20

平均17.6回

 1時間降水量50mm以上の年間発生回数（1000地点あたり） 

 1時間降水量80mm以上の年間発生回数（1000地点あたり） 





平成２３年・台風１２号 
紀宝町大里地区被害 

相野谷川流域氾濫 



 川の水かさが急激に上昇する。 

 水が濁り、流木が流れてくる。 

 がけから音がする。小石が落ちてくる。 

 斜面にひび割れや変形がある。 

 がけや斜面から水が噴出している。 

 がけからの水が濁っている。 

 山がミシミシと音を立てる。 

 雨が降り続いているのに川の水位が下が
っている。（鉄砲水の前兆） 

警戒すべきこと 

危険な前ぶれ（前兆現象）を察知！ 



 気象情報を正しく把握する 

   気象庁HP、中部整備局HP etc. 

 携行物品は普段から準備 

 できるだけ明るいうちに 

 風が強くなる前に（台風時） 

 避難経路に注意 

   増水する危険箇所を避ける 

    

避難時期を失しない 



避難に関する情報の種類 

 避難準備情報（人的被害発生可能性高い） 

   避難行動に時間がかかる人が避難行動 

  を起こさなければならない段階 

 避難勧告（人的被害発生可能性明らかに高い） 

   通常の人が避難行動を起こさなければな   

  らない段階 

 避難指示（人的被害発生危険が非常に高い） 

   避難中の人は避難を完了させる 

   避難していない人は直ちに避難する 



   地 震 



津市 

松阪市 

布引山地東縁断層帯 伊勢湾断層 

四日市断層 

桑名断層 

養老断層 

鈴鹿東縁断層帯 

頓宮断層 

木津川断層帯 

鈴鹿市 

亀山市 

伊賀市 







養老･桑名･四日市断層帯が 

動いたら 
 震度は、桑員地域で震度７の強い揺れ（桑名市

は震度７） 

 建物被害は、揺れによる全壊・焼失棟数が四日
市市で約５５，０００棟など北勢地域で建物被害
が大きい。県全域で全壊・焼失棟数約１１４０００
棟（参考:桑名市約２６，０００棟） 

 人的被害は、冬の深夜の四日市市で死者約 

 ２，８００名など北勢地域で人的被害が大きい。県
全域で死者約６，０００人、重傷者約９，６００人 

 （参考：桑名市約１，３００人） 



鈴鹿東縁断層帯が動いたら 

 震度は、北勢地域で震度6強から震度７の強い
揺れ（いなべ市は震度６弱） 

 

 建物被害は、揺れによる全壊棟数が菰野町で約
５５０棟など北勢地域で建物被害が大きい。県全
域で全壊・焼失棟数約７，８００棟 

 

 人的被害は、冬の５時亀山市で死者約２０名な
ど北勢地域から中勢地域にかけて人的被害が
大きい。、県全域で死者約１１０人、負傷者１６０
人 

 



南海トラフ巨大地震による強震動 

スーパー広域災害 



（２０１２） 



Ｍ９．０ （マグニチュード） 

 １９００年以降世界で４番目に大きい地震 

１ １９６０年 ５月 チリ地震        Ｍ９．５ 

２ １９６４年 ３月 アラスカ地震     Ｍ９．２ 

３ ２００４年１２月 スマトラ島沖地震 Ｍ９．１ 

４ １９５２年１１月 カムチャッカ半島地震 

                        Ｍ９．０ 

４ ２０１１年 ３月 東日本大震災      Ｍ９．０ 



慶 長 地 震 （Ｍ７．９） 

宝 永 地 震   （Ｍ８．４） 

南海地震 (M7.9) 

南海トラフ 

駿河 

トラフ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

1605年 

1707年 

？ 

東南海地震（Ｍ７．９） 

安政南海地震(M８．４) 安政東海地震（Ｍ８．４） 

約150年 

90年 

約100年 

 1６１年 

    次の東南海・南海地震 

東海地震 東南海地震 南海地震 

東海地震 
？ 

32時間後 

三重県周辺で発生した過去の 

プレート境界型地震 

2年後 

1854年 

1944年 

1946年 

2015年 



 駿河湾から日向灘沖にかけて太平洋沿岸では、
過去に巨大地震が繰り返し発生し、大きな被害を
もたらしてきました。 

 

 三重県では、現在も含めて近い将来に 

  「南海トラフ沿いで発生する大規模な地震 」 

   の発生が心配されています。 

  



Ｍ８級以上の主な震源域 

政府の地震調査委員会の資料から（平成２５年５月）  



 今後 １０年以内   ２０％程度 

    ２０年以内   ５０％程度 

    ３０年以内   ７０％程度 

    ４０年以内   ８０％９０％ 

    ５０年以内   ９０％程度以上  

 
今回の見直しのポイント 
南海トラフのどこで巨大地震が起きるかを特定せずに 
今後Ｍ８～９の地震が起きる確率を出した点 





 冬の深夜で多くの人が寝静まっている 
 秒速８ｍ／ｓの風が吹いている 
 東海地方に被害を及ぼすタイプの地震が発生する 
                  などの条件が重なった場合 
 
〇 津波で          ２３万人 
〇 建物倒壊で        ８万３千人 
〇 火災で           １万人が亡くなる 
 
ただ、全員が地震後すぐに避難を開始したり、建物の耐震
化率を１００％にしたり、最大限の対策を講じれば犠牲者を
６万１千人まで抑えられる 

 

最悪の死者が出るとみられるのは！ 



 ・ 南海トラフ巨大地震対策の最終報告の中で、避難所の受 
 け入れの優先順位をきめるよう（提言）→避難所トリアージ 
  ・ 従来は被災者を等しく救援の対象としていたが、全国で避 
    難者が９５０万人（一週間後）内、避難所へ５００万人が駆 
      込むともなれば避難所も非常食も足りなくなるのは明らか 
 ・ 「全員を助けられない」ことは皆わかっていながら、公式に 
   表明できなかった 
 ・ 今回、そこを敢えて踏み込んで、現実的な対応に踏み込ん 
  だ 
 ・ 避難所は全ての避難者を助けてくれる場所ではない、自力 
  で生きられる人は極力、公的避難所を利用せずに済ます努 
  力が求められる 

 

超広域被害への対応！ 



   「すぐ避難」犠牲者７割減少 
          （理論上最大規模の南海トラフ地震）                  熊野灘沿岸 

伊勢湾沿岸 

２７５００ 

１３５００ 

７９００ 
１４９００ 

４８００ ４６００ 

迷わず逃げる 

地震発生直後に避難した人の割合 



 「揺れ」から身を守ると 
           （過去最大規模の南海トラフ地震）                  

耐震化率 

（２０１５年度末目標） 

軽
症
者
数 

重
症
数 

死
者
数 

１４００ 
２３００ 

１５０００ 

９００ 
１６００ 

１００００ 

３００ 
７００ 

４５００ 



 「避難者」の推移！ 
        （過去最大・理論上最大南海トラフ地震）                  

在宅避難者等を含む 



０．２ 強震動予測結果 
 

６ 



今回の地震被害想定及び既存被害想定における各市町最大震度一覧表 

市町名 

最大震度 

内閣府（2012） 
（陸側ケース） 

今回想定 
三重県（2005） 
（東海・東南海・ 

南海地震） 
南海トラフ 

（理論上最大） 
南海トラフ 

（過去最大） 
養老－桑名－ 
四日市断層帯 

布引山地東縁 
断層帯（東部） 

頓宮断層 

桑名市 6強 7 6弱 7 6強 5強 6弱 

いなべ市 6弱 6強 6弱 7 6弱 6弱 6弱 

木曽岬町 6強 7 6弱 7 6強 5強 6弱 

東員町 6強 6強 6弱 7 6弱 5強 6弱 

四日市市 6強 7 6強 7 6強 6弱 6弱 

菰野町 6強 6強 6弱 6強 6弱 5強 6弱 

朝日町 6強 6強 6弱 7 6強 5強 6弱 

川越町 6強 7 6弱 7 6強 6弱 6弱 

鈴鹿市 7 7 6強 7 7 5強 6強 

亀山市 6強 6強 6弱 6強 6強 6弱 6強 

津市 7 7 6強 6強 7 6弱 6強 

松阪市 7 7 6強 6弱 7 5強 6強 

多気町 7 7 6強 5強 6強 5強 6強 

明和町 7 7 6強 6弱 6強 5強 6強 

大台町 6強 7 6強 5強 6強 5弱 6強 

伊賀市 6強 6強 6弱 6弱 6弱 6強 6弱 

名張市 6弱 6強 6弱 5強 6弱 6弱 5強 

伊勢市 7 7 6強 6弱 6弱 5強 6強 

鳥羽市 7 7 6強 6弱 6弱 5強 7 

志摩市 7 7 7 5強 6弱 5弱 7 

玉城町 7 7 6強 5強 6弱 5強 6強 

南伊勢町 7 7 7 5強 6弱 5弱 7 

大紀町 7 7 6強 5強 6強 5弱 6強 

度会町 7 7 6強 5強 6強 5強 6強 

尾鷲市 7 7 6強 4 5弱 4 6強 

紀北町 7 7 6強 5弱 6弱 5弱 6強 

熊野市 7 7 7 4 5弱 4 6強 

御浜町 7 7 7 4 5弱 4 6強 

紀宝町 7 7 6強 4 4 4 6強 

 今回想定した地震（５ケース）のいずれかにより、すべての市町で震度６強以上（最大震度）が想定されている。 

７ 



市町名 

内閣府（2012） 
（陸側ケース） 

今回想定 

三重県（2005） 
（東海・東南海・ 

南海地震） 南海トラフ 
（理論上最大） 

南海トラフ 
（過去最大） 

養老－桑名－ 
四日市断層帯 

布引山地東縁 
断層帯（東部） 

頓宮断層 

桑名市 6強 7 6弱 7 6強 5強 6弱 

いなべ市 6弱 6強 6弱 7 6弱 6弱 6弱 

木曽岬町 6強 7 6弱 7 6強 5強 6弱 

東員町 6強 6強 6弱 7 6弱 5強 6弱 



 想定結果は、歴史史料から推定される1707年宝永地震や1854年安政東海地震での県内各地の震
度と概ね整合している。 

過去最大クラスの南海トラフ地震による強震動予測結果 
～歴史地震との比較～ 

［1707年宝永地震］ 
長島：５～６、桑名：６、朝日：５～６、四日市：６～７、 
菰野：５、神戸（鈴鹿）：５～６、亀山：５～６、津：６、 
久居：５～６、松阪：６、上野：５～６、 
山田・河崎・船江：５～６、鳥羽：５～６、国府：５～６、 
海山：５～６、尾鷲：６～７ 

［1854年安政東海地震］ 
長島：６、桑名：５、四日市：５～６、 
神戸（鈴鹿）：４～５、亀山：５、津：５～６、 
久居：６、松阪：５～６、相可：４～５、上野：４～５、 
山田：６、宇治：４～５、大湊：５～６、鳥羽：５、 
国府：６、和具：５～６、越賀：７、古和浦：５ 
長島：５、尾鷲：５ 

1707年宝永地震の震度（左）と1854年
安政東海地震の震度（右）（「南海ト
ラフの地震活動の長期評価（第二
版）」（地震調査委員会、2013）より
引用。） 
 

1707年宝永地震、1854年安政東海地震の県内各地震度は、「最新版日本被害地震総覧［416］－2001」（宇佐美龍夫（2003））より引用。 ９ 



過去最大クラス（左）と理論上最大クラス（右）南海トラフ地震による強震動の比較 

 過去最大クラスの地震で震度６弱以上が想定されている地域の大半において、理論上最大ク
ラスの地震では、震度６強または７が想定されている。 

１１ 







南海トラフ巨大地震が発生したら！ 

スーパー広域災害 

  神奈川県～宮崎県が震度５以上 

三重県への２大物流ルートである大阪・
名古屋で大きな被害 

県内の沿岸部で大きな被害 

・行政、消防等の防災関係機関がすぐには機能   
 しない。 
・救援が思うように入れない、入ってこない。 
・自力･地域の力で何とかしなければならない 
・そういう状態が長期間続く 



倒壊家屋等の下敷き救助者 
消防･自衛隊による救助 

住民による救助 

半数以上は 

救出時点で死亡 

27,000人 

7,900人 

生存率80%以上！ 

地域の力の大切さ 

阪神・淡路大震災の教訓 



自主防災組織が重要 

大災害が発生したときに、地域を守るには、個
人がバラバラで行動するよりも、組織的に防災
活動を行える体制を整えて行動する方が効果
的！ 

組織的に活動する方が効果的！ 



自主防災組織の意義 

大規模災害に対しては、個人の力に限界
がある 

地域を守るためには組織的な活動で対応
することが必要 

地域には知識や能力を持った人がいる 

防災対策もコミュニティ活動の延長 



自主防災組織とは・・・ 

地域住民が協力・連携して災害から「自分
たちのまちは自分たちで守る」ために活動
することを目的に結成する組織のこと 

法的根拠  

  → 災害対策基本法 

（東海地方に大きな被害をもたらした伊勢湾台
風をきっかけとして制定） 

 

 



自主防災組織の役割（平常時） 

 わが街の防災計画をつくる 

防災知識の普及・啓発 

防災点検の実施 

防災点検マップづくり 

住まいづくり・まちづくりの実践 

災害時要援護者対策づくり 

防災訓練   など 



自主防災組織の役割（災害時） 

初期消火 

救出・救護 

情報の収集・伝達 

避難誘導・安否確認 

避難所の運営 

給食給水・生活維持 

安全点検・巡回 

地域の復旧・復興に向けた取組   など 



消防団と自主防災組織 

消防団 
 市町村が消防組織法に基づいて設置する公共機関。 

 団員は、非常勤の特別職地方公務員。 
 

自主防災組織 

 住民が防災活動のため自主的につくる任意団体で、メン
バーはボランティア。 



消防団との連携 

自主防災 

組織 
消防団 

常備消防 

自治体 

連携 

自主防災組織と消防団は、地域防災力を支える両輪 

災害時：相互に連携した消防・救助活動の展開 

平常時：消防団による様々なアドバイス 

    （防災に対する知識・技術の向上） 



消防団と自主防災組織の連携 

 自主防災組織と最も身近な防災機関として日
頃から連携を図り、地域の団員やOBの把握
に努める 

 （具体的内容）地域防災訓練の実技指導、応
急救命講習の実施、防災資機材の点検と操
作指導、各種マニュアルや防災マップの作成
協力、地域の危険物や消防水利、防災倉庫
、避難地等に位置把握 



地域の様々な団体との連携 

連携先 連携による活動・機能例 

自主防災組織 相互の応援協力体制、情報・人的交流 

学校 避難所運営・防災教育、人材育成 

若い世代の協力、防災知識・技術の支援 

社会福祉協議会 

 ・福祉団体等 
災害時要援護者対策 

婦人（女性）防火クラブ 家庭における安心・安全活動 

日中の防災活動の支援 

企業（事業所） マンパワー（人的協力） 

物資、資機材による協力（応援協定） 



他団体との連携によるメリット 

○人材が増え、また保有資機材等豊富にな
る 

○活動の種類やメニューが増え、活発な活
動を継続して実施することが可能になる 

○様々な機会を通じた地域住民へのＰＲが
可能となる 

 

地域の様々な団体との連携 

地域防災力のさらなる向上 





自主防災組織の各訓練内容について 

 地域の特性に応じた訓練の実施 

 災害の種類は、地震、津波、暴風、豪雨、洪
水、高潮、土石流、地すべり、崖崩れ、密集
市街地での延焼火災など様々なものがあり
ます。自分たちの地域の特性を考えて効果
的な訓練を実施しましょう。 



地域の特性に応じた訓練とは・・・ 

 浸水の恐れのある地域 

 ○津波・高潮を想定した
訓練 

 危険情報や避難勧告を
伝達訓練 

 高台等に避難する訓練 

 海水浴等に対する避難
誘導訓練 

 急傾斜地に隣接した地
域 

 ○土石流、地すべり、崖
崩れを想定した訓練 

  危険情報や避難勧告
を伝達訓練 

 安全な場所等に避難す
る訓練 



地域の特性に応じた訓練とは・・・ 

 密集市街地 

 ○延焼火災、家屋倒壊、
避難路閉塞を想定した
訓練 

  初期消火、避難誘導、
倒壊家屋からの救出・
救護訓練 

 観光地 

 ○観光施設利用者の避
難誘導を想定した訓練 

 危険情報や避難勧告等
をすぐに伝達するため
の訓練 

 避難誘導訓練 



地域の特性に応じた訓練とは・・・ 

 福祉施設等に隣接した地
域 

 ○保育所、老人福祉施設な
ど福祉施設との協働訓練 

  危険情報、避難勧告等を
すぐに福祉施設等に伝達
する訓練 

  高齢者や障害者等の避難
誘導訓練 

 企業・事業所が混在する地
域 

 ○住民と事業所の協働訓練 

  昼間の発災を想定した避
難誘導訓練 

  救出救助訓練 

  ※地域と企業・事業所との
協働の取り組みが必要で
す。 



地震災害時の行動（１） 

 災害発生前 

 ○防災知識の普及 

 ○防災訓練の実施     

 ○資機材の整備等   

 

 災害発生直後 

 ○自身と家族の安全確
保 

 ○近隣での助け合い(出
火防止、初期消火、、
救助等 

 



地震災害時の行動（２） 

 災害発生直後 

 地域で救援活動にあたる人
も含めて、大部分の人が被
災者であり、生命の危機・
生活環境等の破壊に対し、
自助と地域住民の共助が
中心となる時期 

 数時間後 

 ○安否や被害についての情
報収集 

 ○初期消火・救助活動 

 ○負傷者の手当・搬送 

 ○避難誘導活動 

 ○災害時要援護者の避難支
援 



地震災害発生時の活動（３） 

 地震発生から数日間 

 行政や公的機関による緊急
対応や地域住民と自主防
災組織としては、初動対応
となる消火･避難・救出・給
水等を実施する時期となる。
又、外部から様々な支援活
動等が入って来る時期 

 

 地震発生から数日間 

 ○避難所運営 

 ○自治体及び関係機関の情報伝
達 

 ○避難住民への広報・情報伝達 

 ○他の団体等への協力要請 

 ○物資配分・物資需要の把握 

 ○炊き出し等の給食・給水活動 

 ○防疫対策・し尿処理 

 ○避難中の自警（防犯）活動 

 ○災害時要援護者への配慮 



風水害時の活動（１） 

災害発生前 

 ○ラジオ・テレビなどの気象情報に注意し、避
難準備情報や避難勧告・指示に備えて行動
する。又、地域の災害状況（水位、土砂災害
の前兆現象）に注意する。 



風水害時の活動（１） 

自主防災組織に期待される活動･役割 

 ※早期の情報伝達・事前行動が必要 

 ※土砂災害の前兆現象などに注意し、異常が
あれば自主避難するとともに、市町へ通報す
る。 

 ○住民への避難の呼びかけ 

 ○土嚢積み等、被害を抑える行動 

 ○災害時要援護者の避難支援 



風水害時の活動（２） 

災害発生直後 

 早期に避難を完了し、避難所等での安否確
認等を実施する時期である。 

   又、状況に応じて、水防活動・救出・救護
を実施する。 



風水害時の活動（３） 

自主防災組織に期待される役割・活動 

 ※被害を抑えるための行動と避難所運営 

  ○水防活動 

  ○安否や被害についての情報収集 

  ○救出活動 

  ○負傷者の手当・搬送 

  ○避難所運営 



地域を知るために・・・ 



ワークショップ（簡単にできるもの） 

・タウンウォッチング 

・図上訓練（ＤＩＧ） 
グループ分け・・・・・・10人前後を1グルー

プとし、マジックなどで書き込みます。ベ
ンジンなどで消せるし、シートだけをすて
ればすれば地図が、また、利用できます。 

    用意するもの・・シール、ポストイット、
色別のマジック、ハサミなど 



意見交換 

－タウンウォッチング－ 

地図にまとめて、気づいたことはありま
すか？町歩きで得た、情報のほかに、
どのような情報があればよいでしょう
か？ 

地区の、長所、短所を、スピーキングし
ましょう。 

発 表 
ほかのグループの発表を聞いて、気づいたことはありますか？ 

“タウンウォッチング”は、一人の専門家が、地区を診断するものでは
ありません。 

住んでいる人々が、同じ地域を、複数で“ウォッチング”することにより、
長所などを洗い出し、問題点を共有化したのち、その短所を一つずつ
なくしていく、又は少なくしていくための方法です。 



地図にまとめましょう 

－タウンウォッチング－ 

町には色々なあなたに関係のある建物がたくさんあります。
どこにどんなものが建っているかしっていますか、また、どん
なことに気付きましたか？ 

いざというときの、あなたの避難するところは、どこでしょう？ 

避難する、経路までいれれば、避難計画
は、ほぼ完成です 



災害図上訓練（ＤＩG）をしよう！ 
 

【ＤＩＧ】 

  ＤＩＧは、三重県で、開発されたもので、
災害が発生したときどうするかを地図上で、
考えるという方法です。 

  海が近くで、津波の危険がある、町内に
古い橋がある、老人などと一緒に、無事に
避難所まで行くとき、気づいたことが、皆さ
んの知恵や、意識の向上につながります。 

 



災害時の対応 

ではどうしたら・・・ 



早期に避難が重要です！ 
 土砂災害警戒情報とは・・・・・ 

 大雨による土砂災害発生の危険度が高まっ
た時、市町長が避難勧告等を発令する際の
判断や住民の自主避難の参考になるよう都
道府県と気象庁が共同で発表する防災情報
です。 

 早期避難が重要です 

 上記情報等が発表されていなくても普段と
異なる状況に気がついたときは、安全な場
所に避難してください。 

 



自主防災組織初動時の活動（１） 

出火していたら・・・・・ 

 消火器や可搬ポンプ・バケツリレーなどによる
初期消火活動を実施します。 

救出救助活動 

 家屋の倒壊による負傷者が発生することが予
測され、地域住民と協力しながら救出にあた
りましょう。（なお、困難をきたす場合、無理は
しない） 



自主防災組織初動時の活動（２） 

救急救護活動 

 軽傷者の場合は、応急手当を行い、重傷者は
市町が設置する救護所や最寄りの医療機関
に搬送したり、消防隊・救急隊等の応援を要
請してください。 

情報の伝達・収集等 

 災害発生直後は情報が入手しにくい状況で
すので、デマに惑わされず、正確な情報を収
集し、住民や関係機関に伝えましょう 



自主防災組織初動時の活動（３） 

 避難誘導 

 避難する際は、非常持ち出し品など最小限の物資・
用品だけを持ち出し、軍手やヘルメット、厚底の靴
などで動きやすい服装で避難するよう、地域住民に
呼びかけましょう。 

 安否確認 

 住民の安否を確認し、市町の災害対策本部に連絡
しましょう。 



自主防災組織の結成状況 
                  （H25年4月1日現在） 

  市区町村
数 

自主防災
組織を有
する市区
町村数 

管内世帯数
（Ａ） 

自主防災組織
がその活動範
囲としている
地域の世帯数
（Ｂ） 

自主防災組織
活動カバー率
（Ｂ/Ａ）
（％） 

全国 1,742 1,647 55,577,563 43,312,946 77.9 

三重県 29 29 763,846 684,290 89.6 

出典：平成26年度版消防白書 

※三重県の自主防災組織活動カバー率は全国で10番目 

  １位 愛知県 95.0％  ２位 山梨県 93.9％ 3位 兵庫県 93.8％ 

  4位 静岡県 92.8％  5位 岐阜県 92.5％ 



自主防災組織の現状と課題 
○地域や組織により活動状況に差がある 

○住民の行政への依存度が高い 

○訓練のマンネリ化等、自主防災組織活動が停滞
している 

○活動が真に自主的・主体的なものになっていな
い恐れがある 

○自主防災組織の役員の短期交替と高齢化等によ
り、新たなリーダーが育ちにくい 

○マンションやアパートの住民、短期赴任者等を
多く抱える地域では、隣保精神、連帯感が希薄
である 

○活動が役員と一部の住民にとどまっている 



みえの防災大賞受賞団体に学ぶ 
 平成１８年度大賞受賞 

四日市市港地区自主防災組織連絡協議会 

 平成１９年度大賞受賞 

特定非営利法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿 

 平成２０年度大賞受賞 

伊賀市柘植地域まちづくり協議会 自主防災実行委員
会 

 平成２１年度大賞受賞 

子育て応援！！０，１，２，３サークル（鳥羽市） 

  



みえの防災大賞受賞団体に学ぶ 

 平成22年度防災大賞受賞 

 朝見まちづくり協議会（松阪市） 

 平成23年度防災大賞受賞 

 内部地区自主防災協議会（四日市市） 

 平成24年度防災大賞受賞 

 かめやま防災ネットワーク 

 平成25年度防災大賞受賞 

 南が丘自主防災協議会（津市） 

 











２００７年度 

役割分担と役目をカードにする。

1.防災訓練の役目を明確にする為、カードを作り使用する。

2.例・・給食給水班は何をするか？
　　・代表１名が本部炊き出し（豚汁）作りに、自転車もしくは
       バイクで参加する。

　　・8：00　本部会場に到着するよう町をスタートする。

　　・メモ書きには、エプロン、タオルを持参。８：００までに
      朝見小学校に集合する。

     など記されている。

3.役割を自覚しながら、訓練内容を明確にして、自覚ある訓練にした。

（各町自主防災隊用）

（避難場本部役員用）

実際に訓練で使ったカード
説明会で聞いた役目を、自
分に分かるようにメモ書を

している。

《役目カードを使って役割分担》 

第３回、朝見地区ふれあい防災訓練 









地域防災力の強化に向けて 

 自主防災組織と防災関係団体等との連絡・
交流促進 

 両者を結ぶ窓口の充実等、事前登録制、 

 地域防災活動の指導者の活用 

 消防団OBや看護師OGなどの活用 

 自主防災組織の連合化（ネットワーク化） 

 地区単位での連絡協議会などの連合体の推
進 

 協働型モデル防災訓練の実施 



望ましい防災リーダー像 

 防災のみならず、安心・安全まちづくり活動に関
心が高く、かつ防災対策の経験も豊富である 

 行動力がある 

 コミュニケーション能力が高い 

 地域において人望が厚い 

 自己中心的でなく、地域住民全体のために考え
られる 

 多数意見をとりまとめ、また、少数意見を尊重で
きる 



大切な仲間づくり 

 防災活動の内容は多岐にわたり、リーダー１人
でこなしていくのは不可能。 

 リーダーを助け、支える人達が多いほど、様々な
防災活動を展開することが可能になる。また、効
果的な防災対策のアイディアも出やすくなる。 

 

地域の皆さんに防災に対する関心を高めてもらうこ
とが大切！ 

地域に潜在しているさまざまな能力を持つ仲間を増
やす！ 



地域づくりの重要性 

 地域の防災力向上のためには、地域づくりの視点が重要 

 何が「住民力」を高めるのか 

 ①地域の誇りを大事にする 

  住民が共通に大事なものを作り、守る。 

  例えば、石碑、祭、様々な文化等 

 ②日常からの近所つきあい 

  子どもや高齢者にやさしい町。近所で声をかけ合う。 

 ③地域を支えるしくみづくり 

  地域が自律できるしくみ、住民と自治体の協働のしくみ 



さらに地域コミュニティを活性化させる 

ための条件 

 日常的な交流（地縁：町内会、ＮＰＯ、趣味の
クラブなどの集団との結びつき 

 コミュニティ組織の存在（自主防災組織、防災
コミュニティ、まちづくり協議会、福祉協議会
など） 

 情報共有・連携のしくみの構築と活用 

 地理的に近く居住し、適当な地域の大きさ 

 地域リーダーの存在と人材育成 



三重県の地震対策 



■平成２４年度から２５年度にかけて、三重県独自の地震被害 
  想定調査を行い、市町単位の具体的な被害想定結果を平成 
   ２６年３月にとりまとめました。 
 
■この被害想定や東日本大震災で得た教訓や新たな知見等  
   を踏まえ、「三重県地域防災計画（地震・津波対策編）」を抜 
  本的に見直すとともに、これからの三重県の総合的な地震・ 
  津波対策の道筋を示す「新地震・津波対策行動計画」を策定 
   し、公表しました。 
 
■今後は、これら計画を着実に推進し、いつか必ずこの地を襲 
   う、南海トラフ地震への防災・減災対策を進めていきます。 

  

三重県の地震対策の取組方針 



東日本大震災後の 
    地震・津波対策の見直しの経緯 

緊急地震対策行動計画 

新地震・津波対策行動計画 
計画期間：平成２５年度～平成２９年度 

三重県内の被害想定調査 
三重県独自の 

津波浸水予測調査 

   平成23年度   平成24年度 平成25年度         平成26年度から２９年度 

新地震対策行動計画（仮称） 
策定作業 

反映 

継続・ 
新規 

反映 



 



 地震対策は、耐震補強しかありません。 
 「耐震診断・耐震補強・家具等の固定」  
 津波対策は、逃げるしかありません。 
  「津波被害の可能性のある土地に住んでしまったら、津
波からは逃げるが勝ち」 

 風水害対策は、情報収集しかありません。 
 「早い情報収集で早い対応と避難」 

 災害に対する危機感を普段から持つ！ 
 「のど元過ぎても熱さを忘れない！」 
 「対岸の火事と思わない!」 



「防災」を 「忘災」にしない 

取り組みを継続することが大切。 

   

 災害は、「私たちが備えを」 
      忘れた頃にやってくる。 



ＨＰ（防災みえ．ｊｐ）への掲載 

防災みえ．ｊｐ 

   ↓ 

もしものときに 

   ↓ 

各種報告書 

・みえ自主防だより 

・自主防災リーダーハンド
ブック 

・避難所運営マニュアル策
定指針 

・災害時要援護者避難対策
マニュアル 

・三重県内活断層図 

・津波の浸水予測 

・三重県地域防災計画被害
想定調査結果 

         など 

 


